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事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容（H26以降に実施する内容）

H26以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

④

―

人
30人×6小学校区×
2回

－ ― A 現行どおり実施していく。
地区社協設置に向けた地域の話し合
い、ネットワークづくりの場として継続的
に取り組む。

地域における福祉課題を小学
校区毎に学ぶことで

144 0 0
維持

360 0
維持

地域の課題を認識し
てもらう

勉強会9回
開催

勉強会の参加者
数

③ 地域福祉勉強会
市内の住民
に（小学校
区毎）

475

人 100人×3回

9,245 7,311

講演会運営委託
講師謝礼
プログラム印刷費

A
現行どおり実施していく。
計画策定後の地域福祉推進のための
事業として継続する。

地域福祉に関する先進地の事
例報告や専門家による講演会
を開催することで

530 2,100 747
維持

300 0
維持

●

地域福祉の担い手に
なってもらう

講演会3回
開催

講演会の参加者
数

②
地域福祉推進のため
の講演会

市内の住
民、福祉事
業従事者ほ
か

● ●

―

回 月2回×10月

－ ―

アドバイザー謝礼

A
現行どおり実施していく。
計画策定後の庁内連携、情報共有に
ついても検討を行う。地域福祉計画の策定に主体

的に関わることで

8 ②に含む 200
維持

20 0
維持

10月～ 1月～ H25目標値 H26予算 事業費

①
庁内プロジェクト・
チーム会議

市職員
市の業務と地域福祉
との関わりを理解して
もらう

庁内プロ
ジェクト・
チーム会議
5回、勉強会
1回、ヒアリン
グ2回

会議・策定部会
の開催回数

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

対象
（だれ、何に
対して）

手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

成果指標
H24実績

単
位

成果指標の目標値
設定の根拠

H24予算 H24決算
H25決算の主な内訳

（単位：千円）

評価
評価の説明H25実績 H25予算 H25決算 事業規模

4月～ 7月～

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

計画策定に市民が主体的に携わることで、地域の意見を反映することができるだけでなく、地域のネットワーク、
計画推進の担い手ができ、地域福祉の向上につながる。

地方債 0 0 0 0 他事業と統合

その他 0 0 0 0 運営主体の見直し

受益者負担額 0 0 0 0 事業の廃止の検討

う
ち

一般財源 2,100 166 2,100 947 0 現行どおり実施

国費・県費 7,145 7,145 0 0 事業の改善

事業の概要

この計画は、地域住民の皆さんの意見を十分に反映させながら策定する計画であり、今後の地域福祉を総合的
に推進する上で大きな柱になるものであります。従来のような行政から支援を必要としている人への一方向の
サービスの提供という形ではなく、地域と行政などが連携したネットワークシステムを作ることが大切となります。地
域内のネットワークづくりや住民同士の支援活動を広げ、住民自治の実現を目指し、福祉施策の総合的な推進
に資することができるようにします。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

この地域福祉計画の策定をしている全国の市区町村の割合は、平成24年3月31日現在において58.9％
（1,742自治体の内1026）となっています。その内、町村部では41.4％（932自治体の内386）でありますが、市
区部では79.0％（810自治体の内640）という策定状況です。

総事業費

総事業費
（単位：千円）

H24予算 H24決算 H25予算 H25決算 H26予算
事業期間 事業開始年度 平成24年度 終了（予定）年度 平成26年度 9,245 7,311 2,100 947 0 評価の見方
事業の対象

（だれ、何に対して）
市内の住民

長久手市行政評価票

事業番号 65 事業の名称 地域福祉計画策定事業 担当部署
部 課

福祉部 福祉課


